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仏暦２５４３年１１月（２０００年）
財団法人 全日本仏教会

増上寺会館で開催された都道府県仏教会代表者会議（関連記事２頁）

信教の自由に関する委員会講演会

「臓器移植法改正案」を読んで
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十
月
二
日
午
前
十
一
時
半
よ
り
、
増
上
寺
会
館
会

議
室
で
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。西

村
輝
成
事
務
総
長
を
導
師
に
三
帰
依
文
唱
和
・

開
会
挨
拶
の
後
、
井
桁
雄
弘
大
阪
府
仏
教
会
事
務
局

長
を
座
長
に
選
出
し
て
、
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

協
議
事
項
�
第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開

催
に
つ
い
て

前
回
の
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
で
、
次
回

の
全
日
本
仏
教
徒
会
議
を
新
潟
県
仏
教
会
に
て
開
催

す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
了

承
さ
れ
た
。

こ
れ
を
請
け
て
新
潟
県
仏
教
会
で
開
催
場
所
・
期

日
・
事
業
内
容
の
検
討
と
準
備
を
進
め
て
来
ら
れ
た

が
、
現
在
迄
の
経
過
と
準
備
状
況
に
つ
い
て
中
村
啓

識
新
潟
県
仏
教
会
会
長
（
本
会
副
会
長
）
よ
り
報
告

さ
れ
た
。
期
日
は
来
年
十
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日

間
、
会
場
は
長
岡
市
の
長
岡
市
立
劇
場
で
、
講
演
会

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
分
科
会
等
を
中
心

に
開
催
す
る
方
向
で
企
画
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

今
後
は
更
に
準
備
を
進
め
な
が
ら
適
時
本
会
の
各

役
員
会
等
に
報
告
し
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
邁
進

努
力
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

協
議
事
項
�
「
こ
こ
ろ
の
日
」
を
祝
日
に

岐
阜
県
仏
教
会
の
寺
町
研
山
会
長
よ
り
昨
今
の
青

少
年
の
事
件
の
急
増
を
憂
い
、
生
命
尊
重
・
人
間
の

尊
厳
を
自
覚
す
る
た
め
、
四
月
八
日
を
「
こ
こ
ろ
の

日
」
と
定
め
て
祝
日
と
す
る
国
民
運
動
の
提
言
が
あ

り
協
議
さ
れ
た
。

当
面
は
岐
阜
県
仏
教
会
を
中
心
に
趣
意
書
作
成
と

発
起
人
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
席
者

の
賛
意
が
得
ら
れ
、
継
続
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

本
件
は
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
十
日
の
第
三
十
三

回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
岐
阜
大
会
に
お
い
て
、「
四

月
八
日
を
『
こ
こ
ろ
の
日
』
と
し
て
国
民
の
祝
日
に

し
よ
う
」
と
い
う
大
会
決
議
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
起

因
し
て
お
り
、
そ
の
後
具
体
化
す
る
こ
と
な
く
今
に

至
っ
て
い
る
が
、
現
代
社
会
の
問
題
解
決
の
一
助
と

し
て
運
動
を
進
め
た
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

報
告
事
項
�
第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会

議
バ
ン
コ
ク
大
会
に
つ
い
て

吉
橋
勝
寛
総
務
部
長
よ
り
、
本
年
十
二
月
に
開
か

れ
る
本
会
議
と
本
会
主
催
の
参
加
ツ
ア
ー
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
参
加
の
協
力
を
要
請

し
た
。

報
告
事
項
�
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の

現
状
に
つ
い
て

櫻
井
英
幸
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
事
業
の
現
況
説

明
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

懸
案
と
な
っ
て
い
た
マ
ヤ
堂
発
掘
調
査
に
対
す
る

考
古
学
調
査
報
告
書
は
、
現
在
執
筆
中
で
あ
り
来
年

三
月
末
ま
で
に
発
行
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

報
告
事
項
�
最
近
の
税
務
の
諸
問
題
に
つ
い
て

倉
澤
豊
明
財
務
部
長
よ
り
概
況
説
明
を
行
い
、
引

き
続
き
長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士
よ
り
宗
派
課

金
の
損
金
算
入
に
対
す
る
税
務
署
の
課
税
措
置
に
つ

い
て
の
諸
問
題
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

（
本
件
に
つ
い
て
は
、
全
仏
誌
の
前
号
に
詳
細
な
記

事
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。）

報
告
事
項
�
事
務
総
局
各
部
報
告

小
島
恵
真
同
和
推
進
部
長
よ
り
、
来
る
十
一
月
十

六
日
に
開
催
さ
れ
る
第
十
二
回
加
盟
団
体
代
表
者
同

和
研
修
会
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

仏旗バッチ
２×４．５cm ５００円

法輪バッチ
直径１cm １０００円

お申し込みは

全日本仏教会

財務部まで

全 仏

－２－

２０００年１１月１日
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九
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議

室
で
、
第
一
回
戒
名
（
法
名
）
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
昨
年
一
年
間
に
五
回
行
わ
れ
た

戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会
が
、
本
年
一

月
二
十
六
日
の
理
事
会
に
提
出
し
、
承
認
さ
れ
た
報

告
書
に
示
さ
れ
た
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
実
行
す

べ
く
召
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

西
村
事
務
総
長
の
挨
拶
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
に

続
き
、
吉
橋
総
務
部
長
が
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。
委

員
長
に
は
荒
川
正
憲
師
（
真
宗
大
谷
派
）
が
選
出
さ

れ
た
。
委
員
相
互
の
活
発
な
意
見
交
換
の
後
、
次
回

迄
に
各
委
員
が
検
討
資
料
と
な
る
下
稿
等
を
作
成
し
、

当
日
持
ち
寄
っ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

七
月
二
十
一
日
と
八
月
十
八
日
の
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

委
員
会
事
務
連
絡
会
議
で
の
検
討
事
項
の
確
認
と
、

ネ
パ
ー
ル
で
の
技
術
小
委
員
会
よ
り
帰
国
さ
れ
た
建

築
家
熊
谷
義
信
氏
よ
り
の
説
明
報
告
の
た
め
の
ル
ン

ビ
ニ
ー
委
員
会
が
、
三
ヶ
月
ぶ
り
に
委
員
十
六
名
の

出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

考
古
学
調
査
報
告
書
本
編
に
つ
い
て
は
、
和
文
に

て
五
百
部
印
刷
し
来
年
三
月
頃
の
発
刊
（
原
則
非
売

品
と
す
る
が
、
一
部
実
費
頒
布
と
す
る
）
に
む
け
て

努
力
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

次
に
過
去
の
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
収
支
・
事
業
経

過
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
大
筋
で
了
解

戒
名（
法
名
）リ
ー
フ
レ
ッ
ト

作
成
委
員
会

明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た

第
一
回
戒
名
（
法
名
）
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

九
月
十
八
日
於
明
照
会
館

全日本仏教会ホームページ
http : //www.jtvan.co.jp/～jbf

内 容
・全日本仏教会からのおしらせ
・加盟団体一覧（加盟団体ホームページへのリンク有）
・改定宗教法人法に伴う宗教法人の備え付け・提出書
類書式のダウンロード
・『全仏誌』より
・関連団体ＵＲＬ集 など

※全日本仏教会のメールアドレスが下記に変更になりました。
jbf@opal.famille.ne.jp

全 仏

－４－

２０００年１１月１日
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を
得
た
。

さ
ら
に
、
建
築
家
熊
谷
義
信
氏
よ
り
、
ネ
パ
ー
ル

で
の
技
術
小
委
員
会
で
、
ユ
ネ
ス
コ
の
勧
告
を
ふ
ま

え
検
討
さ
れ
た
、
マ
ヤ
堂
の
基
本
設
計
案
や
見
積
額

に
つ
い
て
の
説
明
報
告
が
あ
り
、
こ
の
点
に
関
し
今

後
更
な
る
研
究
検
討
し
折
衝
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。九

月
六
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
真
言
宗
豊
山
派
宗
務

所
で
、
第
四
回
同
和
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
第
十
二
回

加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
十
一
月
十
六
日
午
後
一
時
半
か
ら
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
早
稲
田
で
、「
二
十
一
世

紀
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
北
口
末
広
近
畿
大
学
教
授
を
講
師
に
迎

え
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

―
十
月
―

二
日

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
講
演
会

四
日

立
正
佼
成
会
開
祖
一
周
忌
参
列

六
日

故
正
力
松
太
郎
氏
追
悼
法
要
参
列

十
二
日

局
内
会
議

十
三
日

世
界
連
邦
宗
教
者
大
会
出
席

十
八
日

法
律
相
談
室

部
落
解
放
研
究
全
国
集
会
出
席

二
十
一
日

栃
木
県
仏
教
会
研
修
会
出
講

長
野
県
仏
教
徒
大
会
出
席

二
十
四
日

国
際
委
員
会

二
十
五
日

同
和
委
員
会

二
十
六
日

長
谷
川
顧
問
弁
護
士
師
父
本
葬
儀
参
列

二
十
七
日

理
事
会

有
馬
実
成
師

九
月
十
八
日
遷
化

六
十
四
歳

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
専
務
理
事

曹
洞
宗
原
江
寺
住
職

佐
伯
真
光
師
（
全
仏
元
国
際
委
員
）

九
月
十
五
日
遷
化

六
十
九
歳

元
湘
南
工
科
大
学
教
授

高
野
山
真
言
宗
宝
生
寺
住
職

同
和
委
員
会

明照会館会議室で開催された
ルンビニー委員会

真言宗豊山派宗務所で開催さ
れた同和委員会

全
仏
誌
ご
送
付
先
の
郵
便
番
号
、
ご
住
所
、
氏
名

等
に
変
更
あ
る
場
合
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
帯
封
で
ご
送
付
の
場
合
、
帯
封
記
載
の

送
付
番
号
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

〒
一
○
五
―
○
○
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
ー
七
ー
四

明
照
会
館
内

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

電

話
○
三
ー
三
四
三
七
ー
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
三
ー
三
四
三
七
ー
三
二
六
○

全
仏
誌
郵
送
先

住
所
・
氏
名
変
更

御
連
絡
の
お
願
い

哀

悼

２０００年１１月１日

－５－

全 仏



一
九
九
七
年
七
月
十
六
日
に
交
付
さ
れ
た
「
臓
器

の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
が
、
施
行
後
三
年
を
目
途

と
し
て
更
な
る
検
討
と
見
直
し
を
す
べ
き
で
あ
る
と

し
た
期
日
の
二
○
○
○
年
十
月
十
六
日
が
到
来
し
て

い
る
。
今
年
八
月
に
は
厚
生
省
研
究
班
に
よ
る
最
終

報
告
書
、「
臓
器
移
植
の
法
的
事
項
に
関
す
る
研
究

―
特
に
『
小
児
臓
器
移
植
』
に
向
け
て
の
法
改
正
の

あ
り
方
―
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
の

要
点
は
、

�
脳
死
を
一
律
に
人
の
死
と
す
る
こ
と

�
脳
死
に
な
っ
た
本
人
が
生
前
に
臓
器
の
提
供
を
拒

否
す
る
意
思
表
示
を
し
て
い
な
い
限
り
、
遺
族
が
書

面
に
よ
っ
て
承
諾
す
れ
ば
臓
器
提
供
は
可
能
で
あ
る

と
す
る
こ
と
、

�
未
成
年
者
が
脳
死
と
な
っ
た
場
合
に
、
親
権
者
の

書
面
に
よ
る
承
諾
に
よ
り
、
臓
器
の
摘
出
が
で
き
る

こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

�
に
よ
り
、
死
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
つ
ま
り

臓
器
移
植
を
前
提
と
す
る
と
き
の
み
脳
死
は
死
で
あ

る
と
さ
れ
る
不
徹
底
な
状
態
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
、

�
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
臓
器
提
供
が
可
能
に
な
る

こ
と
、
�
に
よ
っ
て
十
五
才
以
下
の
子
供
の
臓
器
移

植
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

実
は
こ
の
内
容
は
、
一
九
九
四
年
に
国
会
で
否
決

さ
れ
た
最
初
の
法
案
と
ほ
ぼ
同
じ
線
の
も
の
と
見
ら

れ
る
。
法
案
は
修
正
に
修
正
を
重
ね
て
、
現
行
法
の

よ
う
に
提
供
者
本
人
の
明
確
な
意
思
を
必
要
と
す
る

こ
と
と
、
臓
器
移
植
の
場
合
の
み
脳
死
を
人
の
死
と

定
め
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
上
で
、
三
年
後
に
改

正
さ
れ
る
余
地
を
残
し
た
ま
ま
成
立
し
た
。
つ
ま
り

不
完
全
な
法
律
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
辛
う

じ
て
通
過
し
た
法
案
が
現
在
の
臓
器
移
植
法
で
あ
る
。

こ
の
改
正
案
は
、
現
行
法
の
成
立
過
程
を
検
証
し

患
者
団
体
、
移
植
医
療
関
係
者
の
意
見
を
聴
取
の
う

え
…
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
韓
国
で
の
調
査
を
ふ
ま

え
た
と
し
て
い
る
。
確
か
に
現
在
日
本
で
施
行
さ
れ

て
い
る
臓
器
移
植
法
の
中
の
、
提
供
者
の
意
思
表
示

要
件
は
世
界
に
類
を
み
な
い
厳
格
な
も
の
で
、
臓
器

提
供
を
著
し
く
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
こ
の
改
正
案
に
対
す
る
一
般
の
反
応
に
は
拒
否

的
な
も
の
も
多
い
が
、
世
界
的
に
み
れ
ば
妥
当
な
も

の
と
し
て
容
認
す
る
新
聞
の
社
説
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
行
法
は
脳
死
を
一
律
に
人
の
死
と
位
置

づ
け
て
い
な
い
た
め
に
救
命
救
急
医
療
の
現
場
で
働

く
医
療
関
係
者
の
間
に
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま

っ
て
い
る
と
聞
く
。
つ
ま
り
、
も
う
明
ら
か
に
何
を

し
て
も
助
か
る
は
ず
の
な
い
患
者
に
ど
こ
ま
で
努
力

と
費
用
を
費
や
せ
ば
よ
い
の
か
、
そ
れ
だ
け
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
設
備
を
も
っ
と
有
効
な
医
療
の
た
め
に
な

ぜ
使
え
な
い
の
か
、
と
い
う
や
る
せ
な
い
思
い
が
渦

巻
い
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
現
実
の
問
題
と
し
て
日

本
の
医
療
の
た
め
に
は
大
き
な
損
失
で
あ
る
こ
と
は
、

認
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

本
来
臓
器
移
植
医
療
に
は
、
大
き
な
前
提
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
も
臓
器
移
植
に

よ
ら
ず
に
救
う
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
、
免
疫
抑
制
の

必
要
や
他
者
の
脳
死
を
前
提
と
す
る
等
、
か
な
り
無

理
の
あ
る
こ
の
医
療
は
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
や
が
て
は
移
植
に
頼
ら
ず
に

す
む
よ
う
な
方
向
に
医
学
が
進
歩
す
る
こ
と
を
願
う

「「臓臓器器移移植植法法改改正正案案」」
をを読読んんでで

��������仏仏教教情情報報セセンンタターー相相談談員員
真真言言宗宗東東寺寺派派明明治治寺寺住住職職
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社
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
医
療
の
現
場
で
の
、
命
の
か
か
っ
た
ぎ

り
ぎ
り
の
選
択
の
問
題
と
し
て
、
緊
急
避
難
的
に
用

い
ら
れ
る
手
段
と
し
て
は
今
さ
ら
禁
じ
る
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
日
本
だ
け
が
世
界
か
ら
孤
立
し
て
こ
の

医
療
を
否
定
す
る
こ
と
も
現
実
と
し
て
不
可
能
で
あ

る
。た

だ
し
勿
論
、
臓
器
の
売
買
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
し
、
臓
器
提
供
を
す
る
と
表
明
す
る
人
の
み
が
讃

え
ら
れ
、
そ
う
し
な
い
人
が
冷
遇
さ
れ
る
よ
う
な
社

会
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
臓
器
提
供
を
受
け
る
人

の
選
定
に
不
正
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ど
ん
な

弱
者
に
も
不
法
に
自
分
の
臓
器
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
抱
か
せ
て
は
な
ら
な

い
。
何
よ
り
も
こ
の
国
の
医
療
そ
の
も
の
が
、
厚
い

信
頼
に
値
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
諸
々
の
事
柄
が
保
証
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

臓
器
移
植
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
問
い
な
お
す
よ
う

な
枠
組
み
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

臓
器
移
植
の
先
進
国
の
事
情
を
か
い
ま
見
る
と
、

臓
器
移
植
に
よ
っ
て
健
康
を
回
復
し
た
何
千
人
も
の

人
々
が
感
謝
を
満
面
に
表
し
て
、
幸
せ
そ
う
に
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
し
か
し
一
方
で

は
例
外
な
く
、
ど
こ
で
も
圧
倒
的
に
臓
器
の
需
要
が

供
給
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

た
め
に
様
々
な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
た
と
え

ば
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
州
で
は
「
推
定
承
諾
」
法

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
あ
ら
か
じ
め
提
供
拒
否
の

登
録
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
自
動
的
に
す
べ
て
の
住

民
が
（
脳
死
と
な
れ
ば
）
臓
器
摘
出
の
候
補
者
に
な

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
州
内
に
住
む
外
国
人

に
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
過
激
な
も
の
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
で
は
バ
イ
ク
の
運
転
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
に
脳
死
者
が
減
り
、
臓
器
提

供
も
減
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
ま
す
ま
す
不
足
す
る
臓

器
の
提
供
を
増
や
す
た
め
に
、
脳
死
の
定
義
を
弛
め

て
植
物
状
態
の
患
者
か
ら
も
臓
器
が
取
れ
る
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
議
論
も
さ
れ
た
が
、
さ
す
が

に
そ
れ
は
否
定
さ
れ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス

や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
手
首
の
移
植
も
行
わ
れ
た
。
は

た
し
て
移
植
医
療
の
行
き
着
く
先
は
、
ど
う
な
る
の

か
と
案
じ
る
に
は
、
充
分
な
理
由
が
あ
る
。

臓
器
移
植
先
進
国
で
は
例
外
な
く
、
臓
器
の
提
供

が
増
え
れ
ば
ま
す
ま
す
移
植
を
希
望
す
る
人
も
増
え
、

な
お
一
層
臓
器
が
不
足
す
る
と
い
う
循
環
が
起
き
て

い
る
。
果
た
し
て
、「
需
要
が
供
給
を
支
配
す
る
」

と
い
う
社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
生
ま
れ
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
臓
器
移
植
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
だ
け
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

も
し
も
、
臓
器
提
供
を
待
ち
望
む
す
べ
て
の
患
者

の
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
社
会
が
あ
っ
た
と
す
る
。
そ

う
い
う
社
会
は
よ
い
社
会
で
あ
る
と
、
無
条
件
に
言

え
る
だ
ろ
う
か
。
臓
器
移
植
に
は
適
合
性
と
い
う
問

題
も
あ
る
の
だ
か
ら
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
需
要
が
満
た

さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
大
幅
に
上
回
る
供
給
が

必
要
と
な
り
は
し
な
い
か
。
需
要
に
追
い
つ
く
べ
く

供
給
を
増
や
そ
う
と
努
め
る
こ
と
が
、
は
た
し
て
文

句
な
し
に
善
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
反
省
を
、
今
の

う
ち
か
ら
し
て
お
く
必
要
が
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
し
も
善
意
に
よ
る
臓
器
の
提
供
が
行
わ
れ
、
た

ま
た
ま
行
幸
と
し
て
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
人
が
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
恩
恵
に
あ
ず
か
れ
な
い
人
も
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
平
等
の
権

利
を
主
張
さ
れ
た
ら
、
社
会
が
本
質
的
に
成
り
立
た

な
く
な
る
。
あ
く
ま
で
も
臓
器
移
植
に
関
し
て
は
提

供
者
本
位
が
崩
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
願
っ
て
い

る
。
そ
の
歯
止
め
と
し
て
、「
明
確
な
本
人
の
意
思

表
示
」
を
前
提
と
す
る
原
則
は
、
基
本
的
に
は
ず
せ

な
い
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

草
野
栄
應
師
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第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
が
、
本
年

十
二
月
五
日
よ
り
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
本
会
で
は
こ
の
大
会
の
代
表
団
に
参
加
さ
れ

る
方
を
募
集
致
し
ま
す
。
代
表
団
は
、
世
界
各
国
代

表
が
一
同
に
集
う
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出

席
致
し
ま
す
。

そ
の
後
、
歴
史
あ
る
古
都
チ
ェ
ン
マ
イ
、
壮
大
な

王
朝
遺
跡
が
広
が
る
ス
コ
ー
タ
イ
へ
と
移
動
し
、
各

所
の
歴
史
あ
る
仏
教
寺
院
な
ど
を
参
拝
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
時
期
、
気
候
の
温
暖
な
タ
イ
で
開
催
さ
れ

る
意
義
あ
る
大
会
に
一
人
で
も
多
く
の
方
が
ご
参
加

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
誘
い
申
し
上
げ
ま
す
。

バ
ン
コ
ク
・
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
・
ケ
オ（
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
）

二
〇
〇
〇
年
十
一
月
一
日
発
行

十
一
月
号

第
四
六
三
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

チエンマイ・エレファントキャンプ

旅
行
日
時
…

十
二
月
五
日（
火
）〜
十
日（
日
）

五
泊
六
日

日

程
…

十
二
月
六
日

開
会
式

七
日
〜
十
日

チ
ェ
ン
マ
イ
・

ス
コ
ー
タ
イ
観
光

旅
行
代
金
…

お
一
人
様

一
四
八
、
○
○
○
円

※
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
追
加
料
金

八
五
、
○
○
○
円

※
タ
イ
国
際
航
空
を
利
用
予
定

締

切
…

十
一
月
七
日

最
少
催
行
人
員
…

二
十
五
名

利
用
旅
行
社
…
Ｊ
Ｔ
Ｂ
団
体
旅
行
東
京
中
央
支
店

東
京
都
千
代
田
区
神
田
鍛
冶
町
三
―
三

大
木
ビ
ル
四
階

〒
一
○
一
―
○
○
四
五

電

話
○
三
―
三
二
五
七
―
八
四
二
一

（
月
〜
金
・
九
時
半
〜
五
時
半
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
三
―
三
二
五
七
―
八
四
二
○

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

大
橋
、
白
鳥
、
川
原
ま
で

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五
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